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私の専門は日本近現代史である。 「生活」やジェンダー
の視点を意識しつつ、とくに農業・農村・農民に関わるテーマを研究対象と ている。 「可視と不可視の間」という悩ましくも魅力的な課題にどう迫るか、私の専門領域 引きつけて考えてみた。見え ようで見えておらず
（意
識されておらず）
、なかなか記録として残りにくいのは日常
の暮らしの諸相ではないか 以下は、この観点 らの読書案内である。『農民哀史
　
野の魂と行動の記録』
（勁草書房、一九七〇年、
一九七七年に上・下巻に分冊）
には、埼玉県入間郡南畑村砂原
（現
 富士見市）
に生まれた渋谷
定てい
輔すけ
（一九〇五～一九八九）
の
綴った日記が収録されている。時期 一九二五年五月から一九二六年 二月であり、渋谷 二〇歳前後の生活記録である。都市近郊農村で農業を営む渋谷は、詩集『野良に叫ぶ』
（万生閣、一九二六）
の著者であり、戦前期に農民運動家
として活動した人物である。この日記には彼の思索の軌跡が示されており、きつい農作業の合間に読んだ書物はその旺盛な知的好奇心を示している。だが、ここで注目したいのは、むしろ彼が生まれ育った 村の暮らし 関わる記述である。渋谷とその家族の日々の農作業 けではなく、桑摘みの際の本家への手伝いや近隣農家の相互扶助
 （手間替
え＝労働交換）
、桑畑の肥料にするため、東京から運ばれて
来た屎尿樽を早朝、鶴瀬駅まで引き取りにいった際の様子などが目に浮かぶように描写 いる。また、一戸一人が出ての共同作業やそ 後の「うどん講」
（皆で手打ちうど
んを楽しむ）
の習慣など、地域での暮らしの具体相が描か
れており、大変興味深い。地域の家々の交際のあ 方や食生活など、記録としては残りにくい暮らし 諸相が浮かびあがってくるのである。
なおこの日記は、後日、刊行されることを意識して書か
れたものであり、日記としては特異な性格を持っているといってよい。そもそも、当事者の考えや意見は明示的に書かれた日記はそれほど多くはない。例えば豊原研究会編『善治日誌――山形県庄内平野における一農民の日誌』
（農
業総合研究所、一九七七年）
である。この日誌は山形県飽
あくみ
海郡
本楯村大字豊原
（現
 
酒田市）
の後藤善治
（一八七八～
一九三八）
が一八九三年から一九三四年まで書き続けたも
のである。その記述はまことにたんたんとしており、毎日の農作業の記録といった感がある。しかし四〇年以上にわたる日誌に目を通すと、稲作を中心とした季節循環に根ざした農村生活や暮らしのなかでの地縁的つながり、休 慣行等が浮上してくる。まさに見えな ものが見えてくるのである。日誌に多用され 「拵
こしら
える」という語からは、自
らの力で日々の暮らしを拵え という強固な姿勢 伝わってくる。
日記ではないが、もう一書、紹介しておきたい。ロバー
ト・J・スミス、エラ・ルーリィ・ウィスウェル『須恵村の女たち――暮しの民俗誌』
（河村望・斎藤尚史訳、御茶の水書
房、
　
一九八七年）
である。社会人類学者ジョン・F・エン
ブリーとエラ夫妻は農村調査のため、一九三五年秋から翌年冬まで熊本県球
く
磨ま
郡須恵村に滞在した。この調査の研究
成果は一九三九年にジョン・F・エンブリーにより刊行さ
れ、 『日本の村――須恵村』とし 翻訳されている
（植村元
覚訳、日本経済評論社、
　
一九七八年）
。同書が農村の諸集団の
機能などのいわば「公的記録」の色彩 強かった に対し、日本語を理解したエラ 記録に基づく『須恵村の女たち――暮しの民俗誌』は、当時の「 の女たち」の家庭生活や人間関係に踏み込んだものとなっており、人々の思いがけない姿も浮かび上がってくる。
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